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就職活動の環境 
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 近年、就職活動を取り巻く環境は                       

           就職氷河期と言われている。 

           ↓ 

  2009年の世界的金融危機やリーマンショックの影響 

 

 就職活動生の就職活動への不安 

  ⇒就職活動の活動量や満足感に悪影響[1] 

 

 

 

 

[1]大学生の就職活動不安が就職活動に及ぼす影響  –コーピングに注目して– 

     心理学研究 2010年 第80巻 第6号 pp.512-519 
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引用文献：第29回ワークス大卒求人倍率調査（2013卒） 



就職支援の重要性 
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 就職支援の重要性 

大学における模擬面接を用いた就職支援体制の目的 
 就職活動生の面接スキルの体得 

 就職活動生の就職活動に対する自信の向上 

 問題点 

 運用コスト・・面接官の人員の確保，面接に要する時間[2] 

 

面接官の制約なく,模擬面接が行える環境が必要 

 

 圧迫面接エージェントを開発 

圧迫面接を時間の制約なく擬似体験できる環境 

 

 
[2]藤原由美,伊藤敦：就職模擬面接プログラムの設計と効果,自由が丘産能短期大学 研究ノート,No.45,pp.29-43(2012) 

 



開発の方針 
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圧迫面接エージェントの開発方針 

面接官のノンバーバル行動の分析 

大阪工業大学 就職課職員 ３人 

 面接官に1対1の圧迫面接を依頼し、ビデオ分析を

行って得られた特徴的なノンバーバル行動の数値
データをエージェントに実装 
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質問項目の選定 
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 受験報告書からテンプレート質問以外９８問を選定 

 選定した９８問を以下のカテゴリー別に選定 

 

 社会人としての意識 ２８問 

 ストレス耐性   ５問 

 自己評価   １４問 

 価値観   １７問 

 コミュニケーション  ４問 

 時事ニュース   ５問 

 経験   １８問 

 その他    ６問 



開発環境 
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 ハードウェア 
 PC：MousePro – i670G-WS 

 OS：windows7 Professional 64bit 

 CPU：intel®Core(TM) i7-4770 CPU @ 3.40GHz 

 メモリ：16.0GB 

 GPU：NVIDIA® Quadro® K600 / 1GB 

 

 ソフトウェア 
 音声インタラクション構築キット：MMDAgent-1.3.1 
 音声合成ソフトウェア：Open Jtalk m001-1.04 

 モデルデータ編集ソフト ウェア：PMXEditor_0218b 
 アニメーション作成ソフトウェア：MikuMikuDance_v798 

 

 ビデオ分析 
 動画解析ツール ELAN_4.6.1 

 



分析したノンバーバル行動 
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 3人の模擬面接約15分の動画の末尾約5分をビデオ分析 

ノンバーバル行動 

 うなずき 

 うなずきタイミング 

 交替潜時 

 姿勢 

 首 

 視線 

 
 



 

うなずき（回数・タイミング）１ 
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 先行研究 

 聞き手が発話者にとって適切な頻度とタイミングでうなずきを行う
ことにより、発話者の発話長を増加させる効果がある[3] 

 

 圧迫面接における不適切なうなずきの頻度とタイミングの特徴
的な数値データ 
 一分あたりのうなずきの回数 ＝ (うなずいた回数の合計/被面接者の返答時間の合計） 

 うなずきタイミング ＝ 被面接者が返答をはじめて一回目のうなずきのタイミング 

 

 

 

[3] Matarazzo,JD, Saslow,G, Wiens,AN, Weitman,M,Allen,BV： Interviewer head nodding and 
interviewee speech durations. Psychotherapy,Theory, Research and Practice,1, 54-64(1964) 

 うなずきの回数 うなずきタイミング（最長） うなずきタイミング（最短） うなずきタイミング（平均）

A 3.2　回/分 8.12秒 4.14秒 6.47秒
B 3.0　回/分 9.16秒 0.92秒 3.53秒
C 3.7　回/分 13.3秒 0.96秒 6.16秒

ビデオ分析結果 



 

うなずき（回数・タイミング）２ 
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 うなずきタイミング  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (A)被面接者の返答の句読点で、うなずく傾向有り 

 

 

 (B)被面接者の返答の句読点で、うなずく傾向有り  

 

 

 (C)被面接者の返答の後半に集中して、うなずく傾向有り 

 

 

 

ビデオ分析結果 



 

交替潜時 
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 交替潜時とは、 

      一方の話者が話し終わって次の話者が話し始めるまでの時間 

 先行研究 

 通常の交替潜時の時間は0.36秒[4] 

 話し手の交替潜時が0.36秒より短い場合、聞き手が話し手に対して丁寧さや
落ち着き等を欠如したように感じる[5]  

 圧迫面接において、交替潜時を大きく変化させることにより、被面接
者との対話のリズムをくずしている 

 

 

 

 

 

 

[4]河添麻衣子,北村泰彦: 発話タイミングを考慮したマルチエージェント対話システム, 電子情報通信学会技術報告書,53-55 (2007) 

[5]長岡千賀,小森政嗣,中村敏枝：音声対話における交替潜時が対人認知に及ぼす影響,ヒューマンインタフェースシンポジウム2002講演会予稿集,pp.171-174(2002) 

 

交替潜時(s) 最長 最短 平均

A 1.61 0.05 0.82
B 2.48 0.005 1.1
C 1.13 0.06 0.41

一般平均 - - 0.36

ビデオ分析結果 



 

姿勢 
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 先行研究 

 面接者の前向きな態度は前傾姿勢によって、消極的な態度は後傾姿
勢によって伝達する傾向がある [6] 

 

(C) 上半身前傾状態             (C) 上半身ひねり状態 

 

 

 
 

[6]Albert Mehrabian：Inference of attitudes from theposture, orientation, and distance of a communicator,Journal of Consulting and Clinical 
Psychology,32,pp.296-308(1968) 

ビデオ分析結果 



 

 

首 
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 一般的に人は、疑問や不審があるとき、首の角度を変化さ
せ、首をかしげるという行動を行う 

 

 (C)首をかしげる 

 

                 

       

 

 

 

 

                   

 

 

ビデオ分析結果 



 

 

視線 

14 

 先行研究 

 人はアイコンタクトがなければ充分なコミュニケーションを感じない[8] 

 

 

 視線配分時間 

 （A）相手：資料：その他  3分42秒：58秒：21秒 

          その他：質問時フィラー発声中の視線そらし 

 （B）相手：資料      3分13秒：1分53秒 

 

 （C）相手：資料      3分5秒：2分11秒 

 

 

[8]斎藤勇（編）,他:対人社会心理学重要研究集３:対人コミュニケーションの心理,誠心書房(1987) 

 

ビデオ分析結果 



圧迫面接エージェントの実装(タイミング) 
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 応答時間の制限 

 被面接者の返答時間がばらばらでは、エージェントのノン
バーバル行動を行うタイミングが実装できないため、被面接
者の返答を60秒間と制限 

 

 

 エージェントのノンバーバル行動（うなずき、視線遷移、
姿勢変化、首かしげ）を行うタイミング 

「60（秒）：A ＝ X：B」 
 A=被面接者の返答時間（秒） 

 B＝ビデオ分析から得た数値データ（秒） 

 X＝エージェントにノンバーバル行動を実装するタイミング（秒） 



圧迫面接エージェント の実装(モーション１)   
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 姿勢・首の角度    

 

 

 

上半身前傾状態 上半身ひねり状態 
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 視線遷移・うなずき 

圧迫面接エージェント の実装(モーション２)   

視線遷移 うなずき 



圧迫面接エージェント(デモ) 
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関連発表 

19 

 

 

鈴木小太郎,神田智子： 

圧迫面接における面接官のノンバーバル行動の分析と
開発,情報処理学会第76回全国大会,2014/3 

 



ユーザヒアリング 
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 複数の方に圧迫面接エージェントを使用してもら
いヒアリングを行った 

 

 寄せられたコメント 

質問のイントネーションに違和感がある 

使用環境がパソコンなのは使いづらい 

面接を一人で練習できるところがいい 

補足 



考察 
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 質問のイントネーションに違和感がある 

人間の声に変更することで改善 

 

 使用環境がPCなのは使いづらい 

スマートフォンやタブレットに使用環境を変更 

 

 面接を一人で練習できるところがいい 

面接官の制約なく,模擬面接が行える環境が必要と
いう課題点が解消 

 

補足 



圧迫面接エージェント (うなずき) 
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 Cのうなずき  
 うなずき回数 

 一つの返答あたりの回数  3.7回 

 うなずきのタイミング最長  13.3秒 

 被面接者の返答の後半に集中して、うなずく傾向有り 

 

うなずきを行うタイミング計算一例 

 

 

 

 

式は「60：36.063 ＝ X：9.965」となり 

            X=16.58（秒）となる 

 

36.063秒 

9.956秒 

補足 



圧迫面接エージェント (姿勢・首) ２ 
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 姿勢・首を変化させるタイミング 

 上半身前傾状態（２問目の質問の被面接者返答中） 

 

 

 式は「60：36.063 ＝ X：34.8」となり 

            X=57.9（秒）となる 

 

 上半身ひねり状態（ ３問目の質問の被面接者返答中） 

 

 

 

 式は「60：36.419 ＝ X：34.2」となり 

            X=56.344（秒）となる 

 

36.063秒 

34.8秒 

36.419秒 

34.2秒 

補足 



圧迫面接エージェント（視線） 
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 Cの視線配分時間 
 相手：資料      3分5秒：2分11秒 

 

 

 視線変化を行うタイミング計算一例 

 

 

 
 

 

 式は「60：18.973 = X：3.6」となり 

    X=11.38（秒）となる 

 

18.973秒 

3.6秒 

補足 



質問項目 社会人としての意識 
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補足 



質問項目 ストレス耐性 
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補足 



質問項目 自己評価 
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補足 



質問項目 価値観 
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補足 



質問項目 コミュニケーション 
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補足 



質問項目 時事ニュース 
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補足 



質問項目 経験 
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補足 



質問項目 その他 
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補足 



プログラム一例 

33 

補足 


